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本実験で使うセットのための必要な条件 
① ターゲットとシミラーの類似度が 
  ターゲットとフィラーの類似度よりも高い 
 
② ターゲットとシミラーの感触が 
   F-オノマトペよりもS-オノマトペによく合っている 
 
③ フィラーの感触が 
   S-オノマトペよりもF-オノマトペによく合っている 

テーマ： オノマトペは触覚の記憶を変えるのか 

結論：オノマトペによって触覚の記憶が変化した 

本実験 結果 

Ⅰ.3つの刺激それぞれの感触にS-オノマトペとF-オノマトペがどれくらい合うか 
Ⅱ.ターゲットとシミラー、ターゲットとフィラーの感触がどれくらい似ているか 

①S-オノマトペを聞いたときはターゲットとシミラー、ターゲットとターゲットをより似ていると感じる 
②F-オノマトペを聞いたときはターゲットとフィラーをより似ていると感じる 
③刺激提示のディレイが長いほどオノマトペの効果が高い 

セットをつぶし、 
時間の条件も差がなかったためつぶした 

本実験 大学生 1秒条件20人 10秒条件20人 

仮説 

①ターゲットと同じ物（ターゲット）を触ったときは 
オノマトペの効果が有意ではなかった。 
 
②ターゲットと異なるものなら、 
似ている似ていないにかかわらず 
オノマトペによって点数が有意に変わった。 
 
③時間による差はなかった。 
→もっと時間を空ければ…？ 

予備実験  
20人の大学生 


